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[ハイライト] ①今年度の世界穀物需給見通しは５月以来各品目とも生産/消費
/貿易量が大きく拡大し多くは史上最高の数値を示していたが、収穫前のここに
来ていくつかの波乱要因が出てきている。②一つは、主産地である米国中西部に
おける高温乾燥とハリケーンによる被害で豊作予想だったコーン/大豆とも反
収が前月比減少（コーン 181.8⇒178.5、大豆 53.3⇒51.9bu/acre）し、別添「需
給表」にあるように生産量が前月比コーンが 10 百万㌧減、大豆が 3 百万トン減
少した。③もう一つは、米中対立激化の中でも２月の米中「第一段階合意」を念
頭に中国の米国産大豆買い付けが堅調なことである。市場の見方はいろいろあ
るが ARG の大豆輸出税引き上げや BRA の輸出価格高騰から今年度は中国は米
国産大豆を何と史上最高の約 4000 万㌧を購入という情報もある。④また、中国
では北部干魃や長江流域の洪水、バッタ被害などによって食糧需給関係は厳し
いという見方もありコーン 3000 万㌧輸入（USDA 予測は 700 万㌧だが）とい
う情報も流れている。中国の食糧供給不足は都市部人口増/肉食普及等によって
今後深刻化するという見方もあり習近平の「食べ残し禁止令」はそれを裏付けて
いると思われる。⑤中国は KKR 中国特集（１）の中でも詳細述べたが 2019/20
年度で見ると小麦/コーン/コメは同国の年間生産分に等しい在庫を保持してお
り、全体では世界穀物在庫の 55％に当たる 478 百万㌧（小麦 146、コーン 196、
コメ 118、大豆 19 百万㌧）を保有している。ただ、現在の輸入拡大情報を見る
とこの在庫数字が正しいのか、あるいは予想以上に穀物需給が逼迫しているの
か…？ やはり 14 億人の人口を抱える中国は今後とも世界食糧需給の波乱要因
であることは間違いない。⑥このような状況の中で、マーケットも久方ぶりに上
昇し、コーンは$3.47 と前月比￠39/bu 上昇、小麦は$5.40 と￠40/bu 上昇、大
豆は$9.70 と丁度$1 上昇し一時的に$10 の大台に乗せる局面も出てきた。  
１、世界穀物需給の概要（大豆除く） 

① 生産量：2,730 百万㌧（前年比 2.4%増、前月比±0） 
② 消費量：2,708 百万㌧（前年比 2.0%増、前月比±0） 
③ 貿易量： 458 百万㌧（前年比 4.1%増、前月比 1.1%増） 

２、とうもろこし 
 ① 生産量：1,162 百万㌧（前年比 4.5%増、前月比 0.7%減） 

② 消費量：1,164 百万㌧（前年比 3.6%増、前月比±0） 
③ 貿易量： 186 百万㌧（前年比 9.2%増、前月比 0.8%増） 
④ 概 況：米国生産見通しの大幅減少（388⇒378 百万㌧）となったが BRA

等の増産があり世界生産は 11 億㌧を超え史上最高となる予想は変わらず
消費量も米国のエタノール需要減があるが中国の需要増等から増加見込。 

 価格は＄3.47/Bu（前年$3.43/Bu、前月$3.08/Bu)と前月比¢39 上昇した。 
３、小 麦 

① 生産量：770 百万㌧（前年比 0.9%増、前月比 0.6%増）  
② 消費量：751 百万㌧（前年比 0.4%増、前月比 0.1%増） 
③ 貿易量：189 百万㌧（前年比 1.0%減、前月比 0.8%増） 
➃ 概 況 : 世界生産量は ARG の乾燥による減産あるが豪州/カナダは好天  

に恵まれ順調に生産を伸ばしており 770 百万㌧と史上最高見通し。消費量 
も中国が増加することもありこちらも史上最高見通し。貿易量は前年より
若干減少したが消費の世界的裾野は間違いなく広がっている。 
価格は＄5.40/Bu（前年$4.60/Bu、前月$4.96/Bu)と前月比¢44 上昇した。 

４、大 豆 
 ① 生産量：370 百万㌧（前年比 9.6%増、前月比 0.2%減） 

② 消費量：369 百万㌧（前年比 4.9%増、前月比 0.3%増） 
③ 貿易量：166 百万㌧（前年比 0.3％増、前月比 0.5%増） 
④ 概 況 : 米国生産量はハリケーンによる反収減のため前月比 3 百万㌧

（120⇒117 百万㌧）減産となったが逆に BRA が増産見通しであり全体で
は前年比 10％近い増産となる見通しである。注目の中国輸入見通しは 99
百万㌧と前年 89 百万㌧から大幅増の見通しであり価格を押し上げている。  
価格は＄9.70/Bu（前年＄8.45/Bu、前月$8.70/Bu）と前月比$1 上昇した。 
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生産量 総供給量 貿易量 総使用量 期末在庫量 期首在庫 生産量 輸入量 国内計 輸出量 期末在庫量
2018/19 2,625 3,448 429 2,640 809 世界計 8月 95.85 370.40 162.49 367.90 165.49 95.36
2019/20 2,666 3,475 440 2,656 819 9月 96.01 369.74 163.25 369.07 166.34 93.59
2020/21 8月 2,731 3,554 453 2,704 850 アメリカ 8月 16.73 120.42 0.41 63.14 57.83 16.59

9月 2,730 3,549 458 2,708 841 9月 15.64 117.38 0.41 63.07 57.83 12.52
2018/19 731 1,019 174 735 284 アルゼンチン 8月 25.70 53.50 4.00 50.20 7.50 25.50
2019/20 764 1,048 191 748 300 9月 26.40 53.50 4.00 49.20 7.50 27.20
2020/21 8月 766 1,067 188 750 317 ブラジル 8月 19.10 131.00 0.15 47.25 84.00 19.00

9月 770 1,070 189 751 319 9月 19.43 133.00 0.40 48.15 85.00 19.68
2018/19 1,398 1,768 212 1,420 348 中国 8月 27.26 17.50 99.00 116.40 0.10 27.26
2019/20 1,407 1,754 206 1,417 338 9月 27.26 17.50 99.00 116.40 0.10 27.26
2020/21 8月 1,465 1,806 221 1,457 348 EU 8月 1.98 2.75 14.90 17.43 0.20 2.00

9月 1,460 1,798 224 1,461 337 9月 1.96 2.80 14.90 17.63 0.25 1.79
2018/19 361 460 148 347 113
2019/20 337 450 166 354 96
2020/21 8月 370 466 165 368 98

9月 370 466 166 369 97

期首在庫 生産量 輸入量 国内計 輸出量 期末在庫量 期首在庫 生産量 輸入量 国内計 輸出量 期末在庫量
世界計 8月 311.30 1,171.03 178.94 1,164.87 184.66 317.46 世界計 8月 300.91 766.03 183.73 750.14 187.99 316.79

9月 309.15 1,162.38 179.34 1,164.74 186.03 306.79 9月 299.78 770.49 185.29 750.90 189.44 319.37
アメリカ 8月 56.59 388.08 0.64 318.79 56.52 70.01 アメリカ 8月 28.41 50.01 3.54 30.24 26.54 25.19

9月 57.23 378.47 0.64 313.70 59.06 63.57 9月 28.41 50.01 3.54 30.24 26.54 25.19
アルゼンチン 8月 1.87 50.00 0.01 15.00 34.00 2.88 アルゼンチン 8月 1.69 20.50 0.01 6.20 14.00 1.99

9月 1.87 50.00 0.01 15.00 34.00 2.88 9月 1.69 19.50 0.01 6.05 13.50 1.64
ブラジル 8月 5.49 107.00 1.50 68.00 38.00 7.99 オーストラリア 8月 3.49 26.00 0.20 7.00 17.50 5.19

9月 5.49 110.00 1.50 70.00 39.00 7.99 9月 3.49 28.50 0.20 7.50 19.00 5.69
EU 8月 7.23 67.80 25.00 89.00 3.70 7.33 カナダ 8月 5.26 34.00 0.45 9.70 24.50 5.51

9月 7.23 66.30 25.00 88.50 2.70 7.33 9月 5.03 36.00 0.45 10.00 25.00 6.48
日本 8月 1.44 0.00 16.00 16.00 0.00 1.45 EU 8月 15.36 135.50 5.50 117.30 25.50 13.56

9月 1.44 0.00 16.00 16.00 0.00 1.45 9月 14.83 136.15 5.50 117.30 25.50 13.68
中国 8月 204.07 260.00 7.00 277.00 0.02 194.05 中国 8月 151.68 136.00 6.00 130.00 1.00 162.68

9月 201.07 260.00 7.00 279.00 0.02 189.05 9月 151.68 136.00 7.00 130.00 1.00 163.68
ウクライナ、 8月 1.75 54.80 0.06 16.20 37.90 2.50 インド 8月 24.00 107.18 0.03 99.50 1.00 30.71
ロシア 9月 1.85 53.50 0.06 16.50 36.40 2.50 9月 23.99 107.59 0.03 99.50 1.00 31.11

ロシア 8月 7.48 78.00 0.50 40.50 37.50 7.98
脚注１：粗粒穀物はとうもろこし、マイロ、大麦、燕麦、ライ麦等の計で約８０％がとうもろこしである。 9月 7.48 78.00 0.50 40.50 37.50 7.98
脚注２：年度は穀物年度。地域・作物により異なる。例：アメリカ産とうもろこし、大豆：９月～8月。 ウクライナ 8月 1.16 27.00 0.08 8.60 18.00 1.63
脚注３ ：ウクライナ、ロシアは両国の合計。 9月 1.15 27.00 0.08 8.60 18.00 1.62
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